
(一社)日本産業保健法学会主催

私傷病休職からの復職にむけて
～現場は何をすべきか～

従業員の休職と復職にあたって、人事労務の現場は何をすべきか？
業務外で重篤な障害を負った従業員の復職の可否が問題となった裁判例を題材
として、会社側／労働者側／産業保健職それぞれの立場のあるべき対応策を
多職種でディスカッションいたします。

日時 2024年９月７日（土）
13:30-16:30

事例検討会

申込〆切
2024年８月31日(土) 

講師
福岡城南法律事務所 弁護士

西野 裕貴 氏

五十嵐 侑 氏
産業医科大学産業生態科学研究所 災害産業保健センター講師

ファシリテーター

弁護士法人淀屋橋・山上合同 弁護士

堀内 聡 氏

定 員

日本産業保健法学会
会 員 7,700円
非会員 8,800円

参加費

４０名

参加申込

下記よりお申込みください。

https://smms.kktcs.co.jp/sm

ms2/event/jaohl/21

決済方法

クレジットカード
または 銀行振込
（銀行振込の場合は2営業
日以内にご入金ください）

場所 リファレンス駅東貸会議室V2会議室
（JR博多駅筑紫口徒歩約4分）

福岡市博多区博多駅東1丁目16-14 リファレンス駅東ビル7F
https://re-rental.com/ekihigashi/access/

懇親会会場 全席個室居酒屋 九州料理
かこみ庵（かこみあん）博多駅筑紫口店

福岡市博多区博多駅東2-4-14第2大和ビル2・3階

懇親会参加費 5,000円

https://smms.kktcs.co.jp/smms2/event/jaohl/21
https://smms.kktcs.co.jp/smms2/event/jaohl/21


私傷病休職からの復職にむけて
～現場は何をすべきか～

事例検討会

従業員の休職と復職にあたって、人事労務の現場は何をすべきか？
業務外で重篤な障害を負った従業員の復職の可否が問題となった裁判例を

題材として、会社側／労働者側／産業保健職それぞれの立場のあるべき対応
策を多職種でディスカッションいたします。

グループディスカッション形式で参加者から出た意見に対し法律、医学の
専門家がコメント、意見交換をする事例検討方式の研修会です。

研修会終了後には懇親会も企画しております。人事労務ご担当者、産業医
等の医師、社会保険労務士、弁護士など、産業保健にかかわる多くの皆様の
ご参加をお待ちしております。

日本産業保健法学会とは？
最先端の法学、法実務の探求と実践的で親しみやすい法教育の両立を通じ、
多職種で産業保健の推進を図るために、2020年に発足しました。
「法」を作った人の思いと使う人の悩みを知り、使いこなす、
つまり、産業保健／安全衛生に関する「生きた法」を探究しています。

【注意事項】
・天災等で開催中止となった場合除き、受講者の都合（コロナ等を含む）による
キャンセルについて、返金はいたしかねますので予めご了承ください。

・本研修会は現地参加のみの実施となります。オンライン参加はできません。
また、オンデマンド配信も行いませんのでご注意ください。

【お問い合わせ先】

事務局 maf-jaohl@mynavi.jp ウェブサイト https://jaohl.jp/
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